








研究目的 

 近年のわが国の新生児死亡率の低下は目ざましい。これには未熟児医療の進歩改善とこ

れに携わる医師,看護婦技師などの献身的な努力が大きく貢献している事は申すまでもな

い。 

 一方,多くの新生児医療専門施設では,救命率の改善と反比例して慢性肺障害の発症率が

増加し,これが長期入院を余儀なくされる児の原因疾患の首位を占め,大きな問題となりつ

つある。 

 しかしながら,わが国における新生児の慢性肺障害の発生頻度に関してはその実態が明

らかではない。そこで本研究においては,わが国の主な新生児医療専門施設における慢性肺

障害の頻度を調べ,その予防と治療の方針確立に資する目的で疫学調査を行った。 


